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年頭のごあいさつ
上小阿仁村長　中 田 吉 穗

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

皆
様
に
は
輝
か
し
い
新
春
を
お
迎
え
の

こ
と
と
心
か
ら
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

昨
年
は
皆
様
か
ら
暖
か
い
ご
支
援
と
ご
協

力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
の
年
末
に
は
任
期
半
分
で
衆
議
院

が
解
散
と
な
り
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
成
功

か
失
敗
か
の
論
戦
が
、
師
走
の
日
本
列
島

を
駆
け
巡
り
、
国
民
の
審
判
が
下
さ
れ
ま

し
た
。

　

さ
て
、
公
約
と
さ
れ
た
地
方
創
生
と

は
、
日
本
創
生
会
議
・
国
立
社
会
保
障
人

口
問
題
研
究
所
の
推
定
人
口
予
測
で
「
地

方
消
滅
」
と
い
う
少
子
化
進
行
の
デ
ー

タ
が
あ
り
、
対
応
に
政
府
が
出
し
た
の
は

地
方
で
生
活
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
の

「
地
方
創
生
」
で
あ
り
ま
す
。

　

安
倍
総
理
は
衆
議
院
の
解
散
前
に
地

方
創
生
関
連
法
案
を
あ
わ
た
だ
し
く
成
立

さ
せ
ま
し
た
が
、
こ
の
法
律
は
わ
が
町
わ

が
村
を
5
年
以
内
に
ど
う
す
る
か
と
い
う

総
合
戦
略
の
策
定
を
義
務
付
け
た
こ
と
が

ポ
イ
ン
ト
で
あ
り
ま
す
。
地
方
は
少
子
高

齢
化
に
よ
り
人
口
減
少
と
、
基
幹
産
業
の

農
林
業
の
高
齢
化
が
進
み
、
食
料
供
給
や

国
土
保
全
な
ど
将
来
不
安
が
広
が
っ
て
お

り
、
地
方
創
生
は
待
っ
た
な
し
の
状
況
と

な
っ
て
い
ま
す
。
小
規
模
自
治
体
で
あ
る

当
村
は
、
改
選
後
の
内
閣
で
示
さ
れ
る
国

の
政
策
展
開
に
大
い
に
期
待
す
る
と
と
も

に
、
地
域
の
創
生
は
、
自
ら
が
決
め
る
と

い
う
決
意
を
新
た
に
村
民
の
皆
さ
ん
と
共

に
、
創
意
工
夫
の
知
恵
を
絞
り
だ
し
、
全

力
で
取
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
て
、
再
会
さ
れ
た
台
湾
の
姉
妹
都
市

萬
巒
郷
と
の
親
善
交
流
は
、
27
年
度
も
村

の
若
者
が
台
湾
の
文
化
や
風
土
、
歴
史
に

触
れ
、
自
分
た
ち
の
村
を
再
認
識
す
る
機

会
の
提
供
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
３
年
連
続

し
て
開
催
し
て
き
た
Ｋ
Ａ
Ｍ
Ｉ
Ｋ
Ｏ
Ａ
Ｎ

Ｉ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
昨
年
１
６
、７
８
９

人
の
方
が
訪
れ
、
村
は
ア
ー
ト
の
村
に
イ

メ
ー
ジ
さ
れ
ま
し
た
。
自
然
と
ア
ー
ト
作

品
の
コ
ラ
ボ
が
海
外
ま
で
情
報
発
信
さ

れ
、
上
小
阿
仁
村
の
知
名
度
ア
ッ
プ
に
つ

な
が
っ
て
い
ま
す
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
係

わ
っ
て
い
た
だ
い
た
村
民
の
皆
様
や
応
援

い
た
だ
い
た
多
く
の
方
々
に
心
か
ら
感
謝

で
す
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
時
が
経
っ
て

も
変
わ
ら
ず
に
「
こ
こ
に
あ
り
続
け
た
い
」

思
い
か
ら
始
ま
り
、
芸
術
を
触
媒
と
し
て

地
域
の
人
の
つ
な
が
り
や
思
い
を
巻
き
込

み
、
様
々
な
変
化
を
お
こ
し
な
が
ら
成
長

し
て
い
ま
す
。
２
０
１
５
年
も
継
続
開
催

を
計
画
し
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
村
で
は
将
来
の
維
持
管
理

費
用
の
軽
減
の
た
め
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
の

統
合
を
促
進
し
て
い
ま
す
。
昨
年
は
大
海

集
落
の
水
道
を
整
備
し
ま
し
た
。
今
年
度

は
杉
花
地
区
を
整
備
す
る
計
画
で
す
。
自

主
水
道
の
沖
田
面
と
小
沢
田
両
集
落
の
水

道
も
、
順
次
村
の
簡
易
水
道
に
統
合
さ
れ

る
方
向
に
あ
り
ま
す
。

　

8
月
に
老
朽
化
し
た
給
食
セ
ン
タ
ー
更

新
の
た
め
、
新
た
に
建
設
中
の
学
校
給
食

調
理
場
が
完
成
し
、
1
月
か
ら
運
用
さ
れ

ま
す
。
教
育
施
設
で
は
グ
ラ
ン
ド
や
体
育

館
な
ど
の
整
備
、
ま
た
、
橋
り
ょ
う
関
係

で
は
27
年
度
は
大
林
地
区
の
「
菊
桜
岱
橋
」

の
長
寿
命
化
改
修
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

昨
年
度
実
施
で
き
な
か
っ
た
集
落
防
災
広

報
無
線
、
消
防
自
動
車
の
更
新
、
村
独
自

の
除
排
雪
支
援
事
業
で
高
齢
者
の
事
故
防

止
と
負
担
の
軽
減
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

村
の
現
状
は
子
供
や
若
者
が
減
少
し
、

農
林
業
・
商
工
業
の
高
齢
化
が
す
す
ん
で

耕
作
放
棄
地
や
空
き
家
が
増
加
し
、
集
落

存
続
に
も
危
険
信
号
を
発
し
て
い
ま
す
。

若
者
の
就
労
の
場
の
創
出
は
緊
急
の
課
題

で
あ
り
、
村
施
設
の
民
営
化
等
で
雇
用
の

受
け
皿
と
す
る
提
案
も
議
会
の
理
解
が
得

ら
れ
ず
、
仕
切
り
直
し
と
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。

　

人
は
ど
こ
に
住
ん
で
も
長
寿
は
人
生
の

目
標
で
あ
り
、
寿
命
が
延
び
て
い
く
高
齢

世
代
を
い
か
に
生
き
る
か
が
重
要
で
す
。

米
価
の
低
迷
、
後
継
者
不
足
、
少
子
高
齢

化
な
ど
厳
し
い
状
況
下
に
あ
り
ま
す
が
、

今
ま
で
村
を
支
え
て
こ
ら
れ
た
方
々
を
大

切
に
し
、
若
者
や
子
供
た
ち
が
安
心
し
て

こ
の
村
に
住
み
続
け
ら
れ
る
政
策
を
描
き

な
が
ら
、
２
０
１
５
年
、
村
政
の
推
進
に

鋭
意
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

村
民
各
位
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
祈
念

申
し
上
げ
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま

す
。
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寿 祥 佳 春
上小阿仁村議会議長　小 林 　 信

　

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
２
０
１
５

年
の
幕
開
け
を
新
た
な
気
持
ち
で
お
迎
え

の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
12
月

に
衆
議
院
が
解
散
し
年
の
瀬
の
選
挙
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は
記
憶
に
新
し

い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
結
果
、
自
民
党

の
大
勝
、
公
明
党
と
の
連
立
政
権
に
は
変

化
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

今
年
の
10
月
に
予
定
さ
れ
て
い
た
消
費

税
率
の
10
％
へ
の
引
き
上
げ
を
２
０
１
７

年
４
月
に
先
送
り
す
る
こ
と
を
示
し
、
そ

の
是
非
を
国
民
に
問
う
と
い
う
こ
と
で
あ

り
ま
し
た
が
、
地
方
に
と
っ
て
は
ア
ベ
ノ

ミ
ク
ス
の
効
果
や
成
果
、
ま
た
身
近
な
暮

ら
し
に
対
す
る
評
価
の
選
挙
で
あ
る
べ
き

だ
っ
た
と
考
え
ま
す
。
ど
こ
か
党
利
党
略

が
感
じ
ら
れ
る
説
得
力
の
乏
し
い
今
回
の

解
散
で
あ
っ
た
と
言
え
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
現
実
、
個
人
消
費
は
も
ち

ろ
ん
、
景
気
の
低
迷
は
明
ら
か
で
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、
増
税
を
先
送
り
す
る
こ
と

で
財
政
も
一
層
厳
し
く
な
る
こ
と
だ
と
も

思
わ
れ
ま
す
。

　

ま
ず
は
、
こ
の
選
挙
で
生
じ
た
１
ヶ
月

余
り
の
空
白
を
取
り
戻
し
て
い
た
だ
き
、

選
挙
に
よ
っ
て
年
明
け
に
持
ち
越
さ
れ

た
、
地
方
創
生
５
ヵ
年
計
画
「
総
合
戦
略
」

な
ど
を
速
や
か
に
取
り
ま
と
め
、
こ
れ
ま

で
に
な
い
大
胆
な
取
り
組
み
に
加
え
、
人

口
減
少
対
策
に
取
り
組
む
た
め
の
交
付
金

の
創
設
な
ど
、
地
方
創
生
に
向
け
た
施
策

を
総
合
的
に
展
開
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
そ
れ
に
は
、
私
た
ち
の
村
も

中
長
期
的
な
ビ
ジ
ョ
ン
と
上
小
阿
仁
村
版

総
合
戦
略
を
本
気
で
作
成
す
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、５
月
に
、
民
間
の
研
究
機
関
、
日

本
創
生
会
議
が
「
２
０
４
０
年
に
、
全
国

の
市
区
町
村
の
半
数
が
消
滅
す
る
可
能
性

が
あ
る
。」
と
発
表
し
ま
し
た
。
こ
の
こ

と
は
、
衝
撃
的
な
予
測
と
し
て
波
紋
を
投

げ
か
け
ま
し
た
。
し
か
し
、
地
方
の
窮
状

は
、
い
ま
に
始
ま
っ
た
こ
と
で
は
な
い
は

ず
で
あ
り
ま
す
。
改
め
て
、
首
都
と
地
方

の
役
割
分
担
の
考
え
を
進
め
、
人
の
流
れ

が
地
方
へ
の
逆
流
を
め
ざ
す
施
策
が
急
務

だ
と
思
い
ま
す
。

　

村
も
自
ら
を
分
析
し
て
、
発
案
し
て
い

か
な
け
れ
ば
と
考
え
ま
す
。
ま
た
、
人
口

は
減
少
し
て
も
、
人
口
に
見
合
っ
た
コ
ン

パ
ク
ト
な
イ
ン
フ
ラ
整
備
も
必
要
に
な
る

と
思
い
ま
す
。
議
会
と
し
て
も
適
切
な
時

期
に
提
案
、
決
断
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
ふ
る
さ
と
を
離
れ
て
暮
ら
し
て
い

る
方
々
に
も
、
ど
こ
で
生
活
し
て
い
て
も

多
く
の
人
が
村
政
に
か
か
わ
っ
て
い
た
だ

き
「
オ
ー
ル
上
小
阿
仁
」
で
一
緒
に
こ
の

難
題
に
立
ち
向
か
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
と

心
か
ら
念
願
い
た
し
ま
す
。

　

９
月
に
は
、
２
０
１
４
年
の
本
県
産
あ

き
た
こ
ま
ち
１
等
米
を
Ｊ
Ａ
に
出
荷
し
た

農
家
に
支
払
わ
れ
る
概
算
金
が
、
前
年

よ
り
３
千
円
低
い
８
、５
０
０
円
と
大
幅

に
下
落
し
ま
し
た
。
コ
メ
の
需
要
低
迷
と

そ
れ
に
伴
う
コ
メ
余
り
な
ど
が
背
景
に
あ

り
、
構
造
的
な
問
題
と
い
え
る
の
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
県
が
農
家
向
け
に
無
利
子
融

資
制
度
を
創
設
し
補
正
予
算
を
編
成
し
た

の
は
ス
ピ
ー
ド
感
の
あ
る
対
応
で
あ
り
ま

す
が
、
あ
く
ま
で
も
緊
急
対
策
で
あ
り
ま

す
。
３
年
後
を
め
ど
に
し
た
生
産
調
整
の

廃
止
な
ど
も
あ
り
現
状
で
は
多
く
の
農
家

が
概
算
金
の
下
落
に
落
胆
し
、
今
後
の
営

農
に
不
安
を
募
ら
せ
て
い
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
国
、
県
は
コ
メ
依
存
か
ら

の
脱
却
を
推
進
す
る
考
え
だ
と
し
て
も
、

不
安
な
く
農
業
に
取
り
組
め
、
や
る
気
の

あ
る
農
家
が
や
る
気
を
失
う
よ
う
な
こ
と

の
な
い
環
境
づ
く
り
を
し
て
頂
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

昨
年
、
上
小
阿
仁
村
議
会
に
と
っ
て
大

変
残
念
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
議
会
の

ま
さ
に
大
黒
柱
的
存
在
で
あ
り
ま
し
た
、

武
石
善
治
議
長
が
ご
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
突
然
の
悲
報
に
多
く
の
方
が
驚
き
、

涙
し
た
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

　

私
た
ち
上
小
阿
仁
村
議
会
は
、
武
石
議

長
の
ご
活
躍
し
た
お
姿
と
卓
越
し
た
功
績

を
末
永
く
、
深
く
心
に
刻
ん
で
、
こ
れ
か

ら
も
議
会
発
展
の
志
を
忘
れ
る
こ
と
な
く

努
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

議
会
会
議
規
則
、
第
１
０
２
条
に
「
議

員
は
議
会
の
品
位
を
重
ん
じ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」
と
あ
り
ま
す
。
自
覚
と
こ
れ
を

礎
に
、
時
代
と
と
も
に
議
会
の
改
革
と
、

意
識
改
革
も
必
要
と
さ
れ
る
こ
と
だ
と
思

い
ま
す
。
行
政
の
チ
ェ
ッ
ク
機
関
と
よ
り

「
感
度
」
を
高
め
、
政
策
立
案
と
い
う
役
割

を
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
執
行
部
と
議
会
は

原
則
公
開
と
し
、
村
の
将
来
を
見
据
え
た

建
設
的
な
議
論
を
積
み
重
ね
、
村
政
を
推

進
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
考
え
ま
す
。

　

今
日
よ
り
明
日
が
よ
く
な
る
村
を
目
指

し
、
ふ
る
さ
と
上
小
阿
仁
の
発
展
に
向
け

議
会
は
努
力
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
す
。

　

皆
様
に
は
、
村
議
会
に
対
す
る
更
な

る
ご
理
解
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
、
明
る
く
笑
顔
で
過
ご
せ

る
１
年
で
あ
り
ま
す
こ
と
を
心
か
ら
願
っ

て
、
新
年
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
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12
月
19
日
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
上

小
阿
仁
村
功
労
者
表
彰
式
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

今
年
度
は
、
地
方
自
治
の
分
野
で
ご
活

躍
さ
れ
た
４
氏
の
方
々
に
対
し
、
村
長
か

ら
表
彰
状
と
記
念
品
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
中
田
村
長
、
小
林
議
長
か

ら
受
賞
者
の
ご
功
績
を
讃
え
る
あ
い
さ
つ

の
あ
と
、
受
賞
者
を
代
表
し
て
小
林
俊
悦

氏
が
謝
辞
を
述
べ
ら
れ
、
今
後
ま
す
ま
す

村
政
発
展
を
誓
い
合
い
ま
し
た
。

◇
平
成
３
年
５
月
～
平
成
26
年
１
月

　

上
小
阿
仁
村
議
会
議
員

◇
平
成
15
年
５
月
～
平
成
19
年
４
月

　

上
小
阿
仁
村
議
会
副
議
長

◇
平
成
19
年
５
月
～
平
成
26
年
１
月

　

上
小
阿
仁
村
議
会
議
長

◇
平
成
22
年
５
月
～
平
成
25
年
５
月

　

秋
田
県
町
村
議
会
議
長
会
副
会
長

上
小
阿
仁
村
功
労
者
表
彰
式

永
年
の
ご
功
績
を
讃
え

４
氏
を
表
彰

◇
昭
和
61
年
４
月
～
平
成
19
年
３
月

　

上
小
阿
仁
村
体
育
協
会
会
長

◇
昭
和
50
年
５
月
～
平
成
５
年
５
月

　

上
小
阿
仁
村
商
工
会
理
事

・
主
な
表
彰
歴

　

秋
田
県
町
村
議
会
議
長
会　

　
　

自
治
功
労
表
彰
（
議
員
11
年
）

　
　

自
治
功
労
表
彰
（
議
長
６
年
以
上
）

　

全
国
町
村
議
会
議
長
会

　
　

自
治
功
労
表
彰
（
議
員
15
年
）

　

永
年
に
わ
た
り
、
村
議
会
議
長
、
村
体

育
協
会
会
長
な
ど
の
要
職
を
歴
任
さ
れ
、

村
政
の
発
展
と
体
育
振
興
に
寄
与
さ
れ
ま

し
た
。

◇
昭
和
58
年
５
月
～
平
成
19
年
３
月

　

上
小
阿
仁
村
議
会
議
員

◇
平
成
７
年
５
月
～
平
成
10
年
５
月

　

上
小
阿
仁
村
議
会
副
議
長

◇
平
成
10
年
５
月
～
平
成
19
年
３
月

　

上
小
阿
仁
村
議
会
議
長

◇
平
成
17
年
４
月
～
平
成
19
年
３
月

　

秋
田
県
町
村
議
会
議
長
会
副
会
長

◇
平
成
２
年
７
月
～
平
成
11
年
７
月

　

上
小
阿
仁
村
農
業
委
員
会
委
員

◇
平
成
５
年
７
月
～
平
成
８
年
７
月

　

上
小
阿
仁
村
農
業
委
員
会
会
長

◇
平
成
４
年
４
月
～
平
成
19
年
４
月

　

上
小
阿
仁
村
土
地
改
良
区
理
事

◇
平
成
７
年
４
月
～
平
成
19
年
４
月

　

上
小
阿
仁
村
土
地
改
良
区
理
事
長

・
主
な
表
彰
歴

　

秋
田
県
町
村
議
会
議
長
会

　
　

自
治
功
労
表
彰
（
議
員
11
年
）

　
　

自
治
功
労
表
彰
（
議
長
６
年
以
上
）

　
　

自
治
功
労
表
彰
（
議
員
23
年
）

　

全
国
町
村
議
会
議
長
会

　
　

自
治
功
労
表
彰
（
議
員
15
年
）

　
　

自
治
功
労
表
彰
（
議
長
７
年
以
上
）

　
　

特
別
功
労
表
彰
（
議
員
30
年
）

　

永
年
に
わ
た
り
、
村
議
会
議
長
、
村
農

業
委
員
会
会
長
、
村
土
地
改
良
区
理
事
長

な
ど
の
要
職
を
歴
任
さ
れ
、
村
政
の
発
展

と
農
業
振
興
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

◇
昭
和
62
年
５
月
～
平
成
19
年
４
月

　

上
小
阿
仁
村
議
会
議
員

◇
昭
和
59
年
７
月
～
昭
和
62
年
７
月

　

平
成
５
年
７
月
～
平
成
14
年
７
月

　

上
小
阿
仁
村
農
業
委
員
会
委
員

◇
平
成
８
年
７
月
～
平
成
11
年
７
月

　

上
小
阿
仁
村
農
業
委
員
会
会
長

◇
平
成
３
年
１
月
～
平
成
11
年
12
月

　

上
小
阿
仁
村
消
防
団
分
団
長

◇
平
成
11
年
12
月
～
平
成
14
年
12
月

　

上
小
阿
仁
村
消
防
団
副
団
長

◇
平
成
16
年
１
月
～
平
成
26
年
１
月

　

下
仏
社
集
落
会
長

・
主
な
表
彰
歴

　

秋
田
県
町
村
議
会
議
長
会

　
　

自
治
功
労
表
彰
（
議
員
11
年
）

　
　

自
治
功
労
表
彰
（
議
員
15
年
）

　

消
防
表
彰
秋
田
県
知
事
有
功
章

　

永
年
に
わ
た
り
、
村
議
会
議
員
、
村
農

業
委
員
会
会
長
、
村
消
防
団
副
団
長
な
ど

の
要
職
を
歴
任
さ
れ
、
村
政
の
発
展
と
農

業
振
興
及
び
防
災
活
動
に
寄
与
さ
れ
ま
し

た
。

◇
平
成
３
年
１
月
～
平
成
26
年
１
月

　

中
茂
集
落
会
長

　

23
年
の
永
き
に
わ
た
り
、
中
茂
集
落
会

長
を
務
め
ら
れ
、
集
落
自
治
振
興
に
寄
与

さ
れ
ま
し
た
。

故 武石　善治 氏

地
方
自
治
功
労
者

伊藤　修廣

小林　俊悦 氏

大沢　裕昭 氏

地
方
自
治
功
労
者

地
方
自
治
功
労
者

地
方
自
治
功
労
者
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12
月
３
日
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
で
打

楽
器
集
団
「
男
群
」の
コ
ン
サ
ー
ト
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

男
群
は
、
小
沢
田
出
身
の
田
中
ま
さ
よ

し
氏
が
所
属
す
る
打
楽
器
演
奏
の
グ
ル
ー

プ
で
、
全
国
各
地
で
公
演
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
他
に
も
、
全
国
の
学
校
で

の
芸
術
鑑
賞
会
や
吹
奏
楽
・
オ
ー
ケ
ス
ト

ラ
指
導
、
作
曲
や
指
揮
な
ど
、
幅
広
く
活

動
を
し
て
い
ま
す
。
今
年
５
月
に
行
わ
れ

た
、
世
界
24
ヶ
国
１
０
３
団
体
が
参
加
し

た
「
第
８
回
大
阪
国
際
室
内
楽
コ
ン
ク
ー

ル
＆
フ
ェ
ス
タ
」
で
は
、
２
～
６
人
で
構
成

す
る
「
フ
ェ
ス
タ
部
門
」
で
第
３
位
に
輝

き
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
、
村
内
外
か
ら
お
よ
そ
１
３

０
人
の
観
客
が
来
場
し
、
男
群
メ
ン
バ
ー

５
人
の
打
楽
器
の
競
演
を
楽
し
み
ま
し

た
。
ス
テ
ー
ジ
に
は
、
ド
ラ
ム
や
太
鼓
の

他
、
木
琴
や
鉄
琴
な
ど
多
彩
な
楽
器
が
並

び
、
楽
器
紹
介
を
兼
ね
た
軽
快
な
ト
ー
ク

が
、
会
場
を
沸
か
せ
ま
し
た
。

　

コ
ン
サ
ー
ト
で
は
ク
ラ
シ
ッ
ク
音
楽

「
剣
の
舞
」
の
他
、
ス
タ
ジ
オ
ジ
ブ
リ
映

画
「
と
な
り
の
ト
ト
ロ
」
の
主
題
歌
「
さ

ん
ぽ
」、
昭
和
歌
謡
曲
メ
ド
レ
ー
と
し
て

「
上
を
向
い
て
歩
こ
う
」
な
ど
が
演
奏
さ

れ
、
会
場
か
ら
は
、
大
き
な
手
拍
子
が
送

ら
れ
、
一
緒
に
口
ず
さ
み
ま
し
た
。

　
上
小
阿
仁
村
消
防
団
員

　
永
年
勤
続
等
表
彰
　
受
賞

　

１
月
４
日
、
上
小
阿
仁
村
消
防
出
初
式

に
お
い
て
、
秋
田
県
知
事
表
彰
な
ど
の
伝

達
、
昇
格
等
の
辞
令
交
付
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

表
彰
受
賞
者
及
び
辞
令
交
付
は
次
の
と

お
り
で
す
。

秋
田
県
知
事
表
彰

◇
有
功
章

　

第
一
分
団
部
長　
　

高　

田　
　
　

恒

　

第
三
分
団
部
長　
　

佐　

藤　

文　

隆

◇
永
年
勤
続
章
（
40
年
以
上
勤
続
）

　

団
本
部
副
団
長　
　

武　

石　
　
　

聡

◇
永
年
勤
続
章
（
30
年
以
上
勤
続
）

　

第
三
分
団
分
団
長　

武　

石　

忠　

夫

　
第
一
分
団
副
分
団
長　

鈴　

木　

幸　

政

　

第
二
分
団
班
長　
　

田　

中　
　
　

寿

　

第
二
分
団
団
員　
　

齊　

藤　

鉄　

之

　

第
二
分
団
団
員　
　

北　

林　

繁　

樹

　

第
二
分
団
団
員　
　

伊　

藤　

政　

喜

◇
永
年
勤
続
章
（
25
年
以
上
）

　

第
二
分
団
団
員　
　

山　

田　

金　

満

　

第
二
分
団
団
員　
　

鈴　

木　

敏　

彦

◇
永
年
勤
続
章
（
20
年
以
上
）

　

第
一
分
団
部
長　
　

鈴　

木　

清　

光

　

第
三
分
団
班
長　
　

石　

上　
　
　

敏

　

第
一
分
団
団
員　
　

鈴　

木　

常　

義

　

第
一
分
団
団
員　
　

加
賀
谷　

博　

喜

　

第
一
分
団
団
員　
　

山　

形　

義　

文

　

第
二
分
団
団
員　
　

萩　

野　

信　

幸

　

第
三
分
団
団
員　
　

武　

石　

喜
代
美

秋
田
県
消
防
協
会
長
表
彰

◇
勤
続
章
（
10
年
）

　

第
一
分
団
団
員　
　

畠　

山　
　
　

優

　

第
一
分
団
団
員　
　

鈴　

木　

美　

隆
　

第
二
分
団
団
員　
　

加
賀
谷　

博　

人

　

第
二
分
団
団
員　
　

北　

林　

英　

樹

　

第
二
分
団
団
員　
　

松　

浦　

隆　

幸

　

第
三
分
団
団
員　
　

齊　

藤　
　
　

泰

秋
田
県
消
防
協
会

　
大
館
北
秋
田
支
部
長
表
彰

◇
支
部
功
労
章

　

第
三
分
団
分
団
長　

武　

石　

忠　

夫

　

受
賞
さ
れ
ま
し
た
皆
さ
ん
、
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

辞
令
交
付

◇
昇
格
団
員

　

第
二
分
団
分
団
長　

小　

林　

豪　

夫

　
第
二
分
団
副
分
団
長　

齊　

藤　
　
　

貢

　

第
二
分
団
部
長　
　

石　

上　

幸　

雄

　

第
二
分
団
部
長　
　

田　

中　

健　

一

　

第
二
分
団
班
長　
　

長
谷
川　
　
　

進

　

第
二
分
団
班
長　
　

山　

田　

金　

満

◇
新
入
団
員

　

第
二
分
団
団
員　
　

小　

林　

明　

人

　

第
二
分
団
団
員　
　

北　

林　
　
　

匠

　

こ
れ
か
ら
の
皆
さ
ん
の
ご
活
躍
を
祈
念

い
た
し
ま
す
。

平
成
26
年
度

大
館
北
秋
田
地
区
中
学
校
防
火
作
文
コ

ン
ク
ー
ル
に
お
い
て
受
賞
さ
れ
た
生
徒

を
紹
介
し
ま
す
。

秋
田
県
消
防
協
会
大
館
北
秋
田
支
部
長
表
彰

◇
優
良
賞

「
防
火
へ
の
意
識
」

　
　
　

北　

郷　

美
沙
希
（
上
中
２
年
）

「
い
つ
も　

そ
ば
に
」

　
　
　

木　

村　

樹　

莉
（
上
中
１
年
）

打
楽
器
の
競
演

お
ぐ
ん
フ
ァ
ミ
リ
ー

　
　
　
　
コ
ン
サ
ー
ト
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10
月
30
日
、
秋
田
県
庁
第
二
庁
舎
に
お

い
て
、
平
成
26
年
度
秋
田
県
統
計
功
労
者

表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

大
原
美
保
さ
ん
は
、
平
成
３
年
か
ら
24

年
間
に
渡
り
、
各
種
統
計
調
査
の
調
査
員

と
し
て
、現
在
も
活
動
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

統
計
調
査
従
事
数
は
、延
べ
55
回
を
数
え
、

こ
れ
ま
で
秋
田
県
知
事
表
彰
等
を
受
賞
し

て
お
り
ま
す
。

　

今
後
も
、
統
計
調
査
の
円
滑
な
進
行
の

た
め
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

12
月
３
日
、
か
み
こ
あ
に
総
合
型
ク
ラ

ブ
ス
マ
イ
ル
主
催
に
よ
る
、
第
９
回
み
ん

な
で
ジ
ャ
ン
プ
交
流
大
会
が
開
催
さ
れ
、

会
場
と
な
っ
た
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

に
は
、
お
よ
そ
80
人
の
参
加
者
ら
が
集
ま

り
ま
し
た
。

　

個
人
の
部
に
は
、
小
学
校
１
年
生
か
ら

中
学
生
３
年
生
ま
で
の
36
人
が
参
加
、
団

体
の
部
に
は
、
保
護
者
ら
を
含
む
56
人
が

参
加
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
大
会
記
録
更
新
に

挑
み
ま
し
た
。

　

個
人
の
部
、
団
体
の
部
の
結
果
は
次
の

と
お
り
で
す
。

◇
個
人
の
部

第
１
位　

山
田　
　

礼　

さ
ん（
沖
田
面
）

　
　
　
　
　

記
録　

９
分
48
秒

第
２
位　

大
沢　

賢
司　

さ
ん（
小
沢
田
）

　
　
　
　
　

記
録　

７
分
48
秒

第
３
位　

松
浦　

有
香　

さ
ん（
福　

舘
）

　
　
　
　
　

記
録　

５
分
28
秒

◇
団
体
の
部

第
１
位　

上
中

　
　
　
　
　

記
録　

73
回

第
２
位　

ス
マ
イ
ル
フ
ァ
イ
タ
ー

　
　
　
　
　

記
録　

69
回

第
３
位　

ス
マ
イ
ル

　
　
　
　
　

記
録　

40
回

第
47
回  

衆
議
院
議
員
総
選
挙
及
び
最
高
裁
判
所

裁
判
官
国
民
審
査
の
上
小
阿
仁
村
開
票
区
開
票
結
果

　

12
月
14
日
に
投
票
が
行
わ
れ
た
衆
議
院

議
員
総
選
挙
の
小
選
挙
区
及
び
比
例
代
表

の
本
村
投
票
率
は
、68
・
47
％
で
、前
回（
平

成
24
年
12
月
の
76
・
66
％
）
に
比
べ
、
８
・

19
ポ
イ
ン
ト
ダ
ウ
ン
し
ま
し
た
。

　

秋
田
県
の
平
均
投
票
率
は
55
・
78
％
で

前
回
（
63
・
22
％
）
に
比
べ
、
７
・
44
ポ
イ

ン
ト
ダ
ウ
ン
し
ま
し
た
。

　

期
日
前
投
票
は
34
・
89
％
で
、
前
回

（
34
・
12
％
）
に
比
べ
、
０
・
77
ポ
イ
ン
ト

ア
ッ
プ
し
ま
し
た
。

　

投
票
結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

○
小
選
挙
区
結
果

　

当
日
有
権
者
数　
　
　
　
　
　

２
、３
２
８
人

　

投
票
総
数　
　
　
　
　
　
　
　

１
、５
９
４
票

　

有
効
投
票
数　
　
　
　
　
　
　

１
、５
１
０
票

　

無
効
投
票
数　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

８４
票

○
立
候
補
者
得
票
数
（
届
出
順
）

　

緑
川
た
か
し　
　
　
　
　
　
　
　
　

５
７
４
票

　

ふ
じ
も
と
金
治　
　
　
　
　
　
　
　
　　

９３
票

　

か
ね
だ
勝
年　
　
　
　
　
　
　
　
　

８
４
３
票

○
比
例
代
表
結
果

　

当
日
有
権
者
数　
　
　
　
　
　

２
、３
２
８
人

　

投
票
総
数　
　
　
　
　
　
　
　

１
、５
９
４
票

　

有
効
投
票
数　
　
　
　
　
　
　

１
、４
９
５
票

　

無
効
投
票
数　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

９９
票

経
済
産
業
大
臣
表
彰

大
原
　
美
保 

氏（
福
舘
）

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

記
録
に
挑
戦
！！

第
９
回

み
ん
な
で
ジ
ャ
ン
プ
交
流
大
会

○
政
党
等
得
票
数
（
届
出
順
）

　

維
新
の
党　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
３
２
票

　

生
活
の
党　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２６
票

　

公
明
党　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

２
６
３
票

　

日
本
共
産
党　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

７６
票

　

民
主
党　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

３
９
９
票

　

幸
福
実
現
党　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

６
票

　

自
由
民
主
党　
　
　
　
　
　
　
　
　

５
０
４
票

　

次
世
代
の
党　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１６
票

　

社
会
民
主
党　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

７３
票

○
最
高
裁
判
所
裁
判
官
国
民
審
査
結
果

　

当
日
有
権
者
数　
　
　
　
　
　

２
、３
２
７
人

　

投
票
総
数　
　
　
　
　
　
　
　

１
、５
０
２
票

　

有
効
投
票
数　
　
　
　
　
　
　

１
、４
５
２
票

　

無
効
投
票
数　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

５０
票
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◎７０歳未満の方の医療費が高額になったとき（高額療養費）の制度が、平成２７
年１月から下記のように変更になります。（７０歳以上の方の自己負担限度額に変更
はありません。） 
　平成２７年１月から、７０歳未満の方の所得要件が３段階から５段階に細分化され、皆さんの所得に応じて医療
費の軽減が行われるようになります。 
　高額療養費制度は、１ヶ月の医療費が一定の額（自己負担限度額）を超えて高額になったとき、高額療養費とし
てその超えた分を支給する制度です。ただし、限度額適用認定証又は標準負担額減額認定証の交付を受けますと
病院での支払いが自己負担限度額内の支払で済みますので、入院される場合は事前に交付を受けることをお奨め
いたします。

◎７０歳未満の方の医療費が高額になったとき（高額療養費）の制度が、平成２７
年１月から下記のように変更になります。（７０歳以上の方の自己負担限度額に変更
はありません。） 
　平成２７年１月から、７０歳未満の方の所得要件が３段階から５段階に細分化され、皆さんの所得に応じて医療
費の軽減が行われるようになります。 
　高額療養費制度は、１ヶ月の医療費が一定の額（自己負担限度額）を超えて高額になったとき、高額療養費とし
てその超えた分を支給する制度です。ただし、限度額適用認定証又は標準負担額減額認定証の交付を受けますと
病院での支払いが自己負担限度額内の支払で済みますので、入院される場合は事前に交付を受けることをお奨め
いたします。

●４回目以降とは 
　過去１２ヶ月間にひとつの世帯で高額療養費の支
給が４回以上あった場合、４回目以降の限度額のこ
とです。

　ジェネリック医薬品は、新薬（先発医薬品）
と同じ主成分で製造されており、効き目も同
じです。新薬よりも開発のためのコストが低
く抑えられるため、新薬に比べて安いことが
多く、経済的負担が軽減されます。 
（医師に相談し、選択や使用法については薬剤
師と相談してみましょう。）

●自己負担額の計算条件 
１．月毎に計算します。 
２．同じ医療機関でも医科と歯科、外来と入院は
それぞれ計算します。 

３．２つ以上の医療機関は別計算になります。
４．入院時の食事代や、差額ベット代など保険適
用外の医療行為は対象外です。

　村では、平成２６年４月からレセプト(診療報酬請求)を基に、ターンアラウンド方式（必要事項をあらかじめ記
載した申請書を送付・通知し、振込先等の記入と押印による提出）により高額該当者へご案内しております。ただし、
申請時にお支払いした領収書の一部を確認させていただいておりますので、領収書を大切に保管してください。 
　また、国保被保険者で７０歳未満の家族の方が１ヶ月の自己負担額２１，０００円を超えた場合、特例として「世
帯合算」による高額療養費の支給制度がありますので、家族の方も領収書を大切に保管してください。対象の場合
は２～３ヶ月後にご案内いたします。 
　なお、申請の期限は医療機関への支払いから２年ですので、ご注意ください。

７０歳以上の方は、高齢受給者証が限度額認定証の代わりになります。 
 ※低所得Ⅰ・Ⅱに該当する方には、別途申請の案内をしております。 
  （低所得者Ⅰ 住民税非課税世帯で年金収入８０万円以下等   低所得者Ⅱ 住民税非課税世帯）

ジェネリック医薬品（後発医薬品）

Ａ： 
上位所得
（旧ただし書所得  
600万円超え） 

Ｂ： 
一般
（旧ただし書所得
600万円以下） 

Ｃ： 
低所得者 
( 住民税非課税）

医療費が５０万円を超えた場合
（３回目まで） 
１５０，０００円＋ （医療費の総
額－５００，０００円）×１％ 
 
４回目以降：８３，４００円 

医療費が２６万７千円を超えた場合
（３回目まで） 
８０，１００円＋ （医療費の総額
－２６７，０００円）×１％ 
 
４回目以降：４４，４００円

３５，４００円 
 

４回目以降：２４，６００円

ア： 
（旧ただし書所得901万円超え） 

４回目以降　 
１４０，１００円 

４回目以降　 
９３，１００円 

４回目以降　 
４４，４００円 

４回目以降　 
４４，４００円 

４回目以降　 
２４，６００円

イ： 
（旧ただし書所得900万円以下
600万円超え） 

ウ： 
（旧ただし書所得600万円以下
210万円超え） 

エ： 
（旧ただし書所得210万円以下）

オ： 
 低所得者（住民税非課税）

医療費が８４万２千円を超えた場合
（３回目まで） 
２５２，６００円＋ （医療費の総
額－８４２，０００円）×１％

医療費が５５万８千円を超えた場合
（３回目まで） 
１６７，４００円＋ （医療費の総額
－５５８，０００円）×１％ 

医療費が２６万７千円を超えた場合
（３回目まで） 
８０，１００円＋ （医療費の総額－２
６７，０００円）×１％ 

３回目まで 
５７，６００円 

３回目まで 
３５，４００円

国保にご加入の皆さまへお知らせ 国保にご加入の皆さまへお知らせ 



【営業所得】【農業所得】【不動産所得】
　平成２６年１月から個人の白色申告の方で事業や不動産貸付等を行うすべての方に、記帳と
帳簿書類の保存が義務付けられました。
　申告の際は、帳簿等をお持ちください。

○対象となる方
　　事業所得、不動産所得又は山林所得を生ずべき業務を行うすべての方
　※所得税及び復興特別所得税の申告が必要ない方も、記帳・帳簿等の保存制度の対象となります。
○記帳する内容
　　売上げなどの収入金額、仕入れや経費に関する事項について、取引の年月日、売上先・仕入先

その他の相手方の名称、金額、日々の売上げ・仕入れ・経費の金額等を帳簿に記載します。
　　記帳に当たっては、一つ一つの取引ごとではなく日々の合計金額をまとめて記載するなど、簡

易な方法で記載してもよいことになっています。
○帳簿等の保存
　　収入金額や必要経費を記載した帳簿のほか、取引に伴って作成した帳簿や受け取った請求書・

領収書などの書類を保存する必要があります。

帳簿・書類の保存期間

【給与所得】
・給与、報酬、賃金の源泉徴収票
・出稼ぎ収入のあった方は、所得税（源泉徴収税額）が還付される場合がありますので、必ず源泉徴

収票を取り寄せてください。
【年金収入】
・公的年金等の源泉徴収票

【譲渡・一時・山林・その他の所得】
　　原則的には税務署へ申告ですが、内容が鮮明（収入金額及び必要経費が明確なもの）なものは、

役場でも取り扱うことができます。

　給与所得のある方で、扶養控除、社会保険料、生命保険料、損害保険料等の控除が漏れている方
及び中途退職等により年末調整しなかった方。また、医療費控除、住宅取得控除のある方などが対
象となりますので、申告の際は必ず平成２６年分の給与所得の源泉徴収票を持参してください。

保存が必要なもの 保存期間

帳　簿
収入金額や必要経費を記載した帳簿（法定帳簿） 7年
業務に関して作成した上記以外の帳簿（任意帳簿） 5年

書　類
決算に関して作成した棚卸表その他の書類

5年業務に関して作成し、又は受領した請求書、納品書、送り状、
領収書などの書類

 平成 26 年 1 月からの記帳・帳簿保存制度について

 所得の種類に応じて必要なもの

 申告をすれば所得税の還付を受けることができる方

申告相談は毎年混み合います。待ち時間短縮のため、営業・農業所得がある方
は事前に書類の整理・計算を、また医療費控除を受けられそうな方は医療費の
領収書の集計をしてきてくださるようお願いします。

詳しくは、役場か税務署におたずねください。
●役場住民福祉課 税務保険班  ☎０１８６－７７－２２２２　 ●大館税務署  ☎０１８６－４２－０６７１
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・平成２７年１月１日現在、上小阿仁村に住んでおり、平成２６年中（１月～１２月）に少しでも所得の
あった方。

・給与以外の所得（営業・農業・不動産・配当）が少しでもあった方。

・所得税の確定申告を税務署へ提出される方。
・給与所得のみの者で、職場において所得税の年末調整を行った方。

□ 印鑑　　　 □ 確定申告書 ( 税務署から送付されている方は必ず持参してください）
□ 本人名義の金融機関の口座番号が分かるもの（通帳等）
□ 給与収入や公的年金収入がある方は源泉徴収票
□ 営業等所得、農業所得、不動産所得がある方は収入と支出の内訳が分かるもの
□ 国民年金、農業者年金等の掛金及び支払証明書
□ 生命保険、個人年金保険料支払い証明書　　　　　　　　 □ 損害保険料領収書
□ 退職・失業等により社会保険料を個人で納めた領収書　　  □ 身体障害者手帳

※医療費の控除をうける方へお願い。

・医療費と通院に要した交通費をまず受診者毎に仕分けし、それを病院・薬局毎に分けてそれぞれ
合計額を計算してきてください。

　（病気等により保険金、共済金の補てんがあった方は受領書を持って来てください）

村・県民税の申告相談は２月３日から
～ 正しい申告と納税を ～

 申告しなければならない方

 申告相談に持参するもの

 申告の必要のない方

月日(曜日) 集落名 受付時刻 会　場

２月　３日㈫

八 木 沢 10：00〜11：30 公民館
南 沢
不 動 羅
中 茂

13：30〜16：00 南沢公民館

２月　４日㈬
小 田 瀬  9：30〜11：30 福祉会館
大 海 13：30〜16：00 公民館

２月　５日㈭ 大 林
 9：30〜11：30

公民館
13：00〜16：00

２月　６日㈮
長 信 田  9：30〜11：30 交流センター
大 阿 瀬 13：30〜16：00 公民館

２月　９日㈪ 羽 立
 9：30〜11：30

集会施設
13：00〜16：00

２月１０日㈫ 堂 川
 9：30〜11：30

公民館
13：00〜16：00

２月１２日㈭ 杉 花
 9：30〜11：30

交流センター
13：00〜16：00

２月１６日㈪ 下 仏 社  9：30〜11：30  集会施設

２月１７日㈫ 上 仏 社
 9：30〜11：30

担い手センター
13：00〜16：00

月日(曜日) 集落名 受付時刻 会　場

２月１８日㈬ 小 沢 田
 9：30〜11：30

開発センター
13：00〜16：00

２月１９日㈭ 小 沢 田
 9：30〜11：30

開発センター
13：00〜16：00

２月２４日㈫ 福 舘
 9：30〜11：30

交流センター
13：00〜16：00

２月２５日㈬
上五反沢  9：30〜11：30 公民館

中五反沢 13：30〜16：00 公民館

２月26日㈭ 下五反沢
 9：30〜11：30

児童館
13：00〜16：00

２月27日㈮ 下五反沢  9：30〜11：30 児童館

3月3日㈫ 沖 田 面
 9：30〜11：30

若者センター
13：00〜16：00

3月4日㈬ 沖 田 面
 9：30〜11：30

若者センター
13：00〜16：00

3月5日㈭ 沖 田 面  9：30〜11：30 若者センター

平成２７年　申 告 相 談 日 程 表
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す
。

稲
作
状
況
に
つ
い
て

　

本
年
の
稲
作
は
、
東
北
農
政
局
秋
田

地
域
セ
ン
タ
ー
の
発
表
に
よ
る
作
況
指
数

で
、
秋
田
県
平
均
が
１
０
４
の
や
や
良
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
県
北
も
同
じ
１
０
４

と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
Ｊ
Ａ
あ
き
た
北

央
に
よ
る
と
、
い
も
ち
病
等
の
発
生
に
よ

り
歩
留
り
が
悪
く
、
平
年
並
か
平
年
以
下

と
な
る
と
の
見
込
み
で
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
11
月
4
日
現
在
の
Ｊ
Ａ
あ
き
た

北
央
へ
の
村
の
米
出
荷
契
約
数
量
は
1
俵

60
㎏
換
算
で
２
０
、３
６
９
俵
に
対
し
て
買

入
数
量
は
１
７
、７
６
７
表
で
87

・

２
％
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

平
成
27
年
産
米
以
降
の
生
産
数
量
目
標
に

関
す
る
転
作
率
に
つ
い
て

　

平
成
27
年
産
以
降
の
米
の
市
町
村
間
転

作
率
を
検
討
す
る
た
め
、
米
の
生
産
数
量

目
標
に
関
す
る
専
門
部
会
で
本
年
度
4
回

の
会
議
が
開
催
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

転
作
率
の
市
町
村
間
の
較
差
へ
の
対

応
に
つ
い
て
は
議
論
を
重
ね
て
き
て
お
り
、

22
年
産
で
最
大
11

・

２
ポ
イ
ン
ト
あ
っ
た

も
の
を
、
３
年
間
で
半
減
す
る
こ
と
と
し
、

25
年
産
で
は
５
・
６
ポ
イ
ン
ト
に
縮
小
さ

れ
て
お
り
ま
す
。
な
お
、
26
年
産
に
つ
き

ま
し
て
は
、
国
に
よ
る
大
幅
な
農
政
改
革

に
よ
り
一
時
凍
結
し
て
お
り
ま
す
。

　

専
門
部
会
で
は
平
成
27
年
産
以
降
に
つ

い
て
、
生
産
数
量
目
標
の
配
分
が
廃
止
さ

れ
る
平
成
30
年
産
ま
で
様
々
な
角
度
か
ら

議
論
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
27
年
産
は
現

状
維
持
の
５
・
６
ポ
イ
ン
ト
、
以
降
２
年

間
で
較
差
を
２
分
の
１
に
縮
小
す
る
こ
と

と
し
了
承
さ
れ
ま
し
た
。

未
来
づ
く
り
協
働
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て

　

秋
田
県
と
村
が
共
通
の
課
題
を
解
決
す

る
た
め
に
、
村
が
提
案
す
る
課
題
解
決
策

を
元
に
、
県
と
村
が
協
働
で
、
地
域
に
適

し
た
地
域
活
性
化
策
を
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド

し
て
、
共
有
の
マ
ン
パ
ワ
ー
や
財
源
、
ノ

ウ
ハ
ウ
等
の
行
政
資
源
を
活
用
し
な
が
ら

集
中
的
な
実
施
を
図
る
た
め
「
上
小
阿
仁

村
未
来
づ
く
り
プ
ロ
グ
ラ
ム
推
進
チ
ー
ム
」

を
設
置
し
ま
し
た
。

　

会
議
に
は
、
北
秋
田
地
域
振
興
局
地
域

企
画
課
長
、
班
長
を
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し

て
、
ご
意
見
、
指
導
を
受
け
な
が
ら
、
計

画
策
定
に
当
た
っ
て
お
り
ま
す
。

高
齢
者
世
帯
等
除
排
雪
事
業
に
つ
い
て

　

こ
の
事
業
は
平
成
23
年
度
か
ら
実
施

し
、
高
齢
者
等
の
冬
期
間
に
お
け
る
生
活

の
安
全
と
費
用
負
担
の
軽
減
が
図
ら
れ
る

こ
と
か
ら
、
今
年
度
も
実
施
す
る
こ
と
と

し
、
そ
れ
に
伴
う
補
正
予
算
を
計
上
し
て

お
り
ま
す
。

　

な
お
、
昨
年
度
ま
で
の
利
用
率
が
低

か
っ
た
こ
と
か
ら
、
今
年
度
は
、
高
齢
者

等
が
利
用
し
や
す
い
よ
う
に
要
綱
を
見
直

し
、
利
用
率
が
向
上
す
る
よ
う
周
知
等
を

図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

環
境
衛
生
に
つ
い
て

　

10
月
19
日
に
秋
の
全
村
一
斉
ク
リ
ー
ン

ア
ッ
プ
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
４
３
０
㎏

の
ゴ
ミ
が
回
収
さ
れ
ま
し
た
。
村
民
各
位

の
ご
協
力
に
心
か
ら
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
南
沢
の
ダ
ム
入
口
バ
ス
停
付
近

の
空
き
地
で
、
ゴ
ミ
の
不
法
投
棄
が
発
見

さ
れ
た
た
め
、
11
月
2
日
に
北
秋
田
保
健

所
か
ら
借
用
し
た
監
視
カ
メ
ラ
を
取
り
付

け
、
不
法
投
棄
の
防
止
に
努
め
て
お
り
ま

平
成
26
年
度
補
正
予
算
に
つ
い
て

　

平
成
26
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
は
、

介
護
保
険
事
業
勘
定
特
別
会
計
繰
出
金
な

ど
総
額
１
、６
６
４
万
２
千
円
の
追
加
補
正

で
、
補
正
後
の
総
額
は
25
億
１
、７
９
７
万

4
千
円
と
な
り
ま
す
。

交
通
指
導
隊
の
表
彰
に
つ
い
て

　

11
月
7
日
に
開
催
さ
れ
た
第
41
回
秋
田

県
交
通
指
導
隊
大
会
に
お
い
て
、
村
交
通

指
導
隊
副
隊
長
の
田
中
喜
昭
氏（
上
五
反

沢
）が
、
満
7
年
以
上
勤
続
優
良
隊
員
と

し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

長
年
に
わ
た
る
交
通
指
導
隊
と
し
て
の

功
績
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
、
心
か
ら
お

祝
い
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
今
後
の
ご
活

躍
を
祈
念
す
る
も
の
で
す
。

Ｋ
Ａ
Ｍ
Ｉ
Ｋ
Ｏ
Ａ
Ｎ
Ｉ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
秋

田
に
つ
い
て

　

８
月
９
日
に
開
幕
し
た
Ｋ
Ａ
Ｍ
Ｉ
Ｋ
Ｏ

Ａ
Ｎ
Ｉ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
秋
田
２
０
１
４
は
、

10
月
13
日
の
八
木
沢
舞
台
で
の
ク
ロ
ー
ジ

ン
グ
イ
ベ
ン
ト
で
66
日
間
の
開
催
を
終
了

し
ま
し
た
。

　

こ
の
間
、
八
木
沢
、
沖
田
面
、
小
沢
田

会
場
に
は
、
１
万
６
千
人
も
の
来
場
者
が

あ
り
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
、
国
民
文
化
祭
の
関
連
事
業

と
し
て
、
新
た
に
小
沢
田
会
場
を
追
加
す

る
と
と
も
に
、
台
湾
か
ら
の
レ
ジ
デ
ン
ス

作
家
を
迎
え
て
、
総
勢
28
人
の
作
家
で
30

作
品
を
鑑
賞
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

10
月
５
日
に
は
、
青
柳
文
化
庁
長
官
が

八
木
沢
集
落
を
視
察
に
訪
れ
、
棚
田
の
作

品
と
自
然
と
の
調
和
を
楽
し
ま
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
八
木
沢
カ
フ
ェ
を
オ
ー
プ
ン
し

て
、
地
元
の
野
菜
を
食
材
に
し
た
夏
野
菜

カ
レ
ー
を
婦
人
会
、
食
生
活
改
善
推
進
協

議
会
、
商
工
会
の
皆
さ
ん
が
提
供
し
て
く

れ
ま
し
た
。

　

屋
外
で
の
農
協
女
性
部
に
よ
る
野
菜
の

即
売
も
た
い
へ
ん
な
好
評
を
博
し
ま
し
た
。

　

世
帯
に
配
布
を
し
た
イ
ベ
ン
ト
の
旗

に
つ
い
て
は
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
、

来
場
者
を
歓
迎
す
る
旗
に
な
り
ま
し
た
。

　

ク
ロ
ー
ジ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
万
灯

火
が
棚
田
で
再
現
さ
れ
、
イ
ベ
ン
ト
の

フ
ィ
ナ
ー
レ
を
八
木
沢
集
落
住
民
の
協
力

の
も
と
、
飾
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
こ
と

を
皆
さ
ん
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
関
東
地
区
か
み
こ
あ
に
会
に
つ
い
て

　

11
月
１
日
東
京
都
足
立
区
の
「
東
京
マ

リ
ア
ー
ジ
ュ
」
に
お
い
て
、
関
東
地
区
か

み
こ
あ
に
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
員
や
村
か
ら
の
参
加
者
な
ど
総
勢

１
４
０
人
の
盛
会
な
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　

村
商
工
会
女
性
部
持
参
の「
き
り
た
ん

ぽ
」を
味
わ
っ
て
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
道

の
駅
か
ら
は
特
産
品
の
Ｐ
Ｒ
を
兼
ね
て
会

場
に
販
売
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て
会
員
の
感
心

が
高
く
、
ご
指
導
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て

い
る
こ
と
に
対
し
て
心
か
ら
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

定
例
会

行
政
報
告
要
旨

12月12月12月
村議会村議会村議会
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な
お
、
村
の
平
成
26
年
産
の
転
作
率
は
、

県
平
均
と
同
じ
40
・
5
％
で
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
の
後
、
12
月
末
ま
で
に
は
配
分
が
各

市
町
村
に
示
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

農
地
中
間
管
理
事
業
に
つ
い
て

　

農
地
の
有
効
利
用
の
継
続
や
農
業
経

営
の
効
率
化
を
進
め
る
担
い
手
へ
の
農
地

利
用
の
集
積
･
集
約
化
を
進
め
る
た
め
に
、

農
地
中
間
管
理
機
構
で
は
、
農
地
を
借
り

る
方
の
申
請
を
７
月
と
10
月
に
受
け
付
け

し
ま
し
た
が
、
本
村
に
お
い
て
は
７
月
に

５
件
34
・
５
ha
、
10
月
に
２
件
79
・
０
ha
の

申
請
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

機
構
へ
農
地
を
貸
し
出
す
方
の
受
け
付

け
は
随
時
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、
問
い
合

わ
せ
は
あ
っ
た
も
の
の
申
請
は
未
だ
あ
り

ま
せ
ん
。

　

今
後
と
も
本
制
度
の
周
知
を
図
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

大
館
･
北
秋
田
ご
当
地
グ
ル
メ
秋
ま
つ
り

に
つ
い
て

　

９
月
20
日
～
21
日
に
、
道
の
駅
を
会
場

に
第
４
回
大
館
･
北
秋
ご
当
地
グ
ル
メ
秋

ま
つ
り 

IN 

Ｋ
Ａ
Ｍ
Ｉ
Ｋ
Ｏ
Ａ
Ｎ
Ｉ
「
ふ
る

さ
と
北
秋
田
～
深
発
見
～
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

大
館
北
秋
の
事
業
者
15
業
者
、
県
内

の
ゲ
ス
ト
事
業
者
３
業
者
が
出
店
し
、
両

日
は
好
天
に
も
恵
ま
れ
誘
客
数
目
標

５
、０
０
０
人
を
大
き
く
上
回
り
、
20
日

（
土
）は
３
、５
０
０
人
、
21
日（
日
）は
４
、

５
０
０
人
、
合
わ
せ
て
８
、０
０
０
人
の

人
出
で
大
賑
わ
い
い
た
し
ま
し
た
。
ま
た
、

本
イ
ベ
ン
ト
に
併
せ
て
物
産
セ
ン
タ
ー
で

も
山
菜
・
ミ
ズ
の
コ
ブ
等
を
使
っ
た
商
品

の
販
売
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

Ｋ
Ａ
Ｍ
Ｉ
Ｋ
Ｏ
Ａ
Ｎ
Ｉ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
開
催
期
間
中
で
も
あ
り
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
入
客
数
を
翌
週
の
９
月
27
日･

28

日
の
土
日
と
比
べ
る
と
、
27
日･

28
日

は
６
８
０
人
の
入
場
で
し
た
が
、
グ
ル
メ

ま
つ
り
の
20
日･

21
日
は
１
、０
０
０
人

（
47
％
増
）
の
入
場
を
み
て
お
り
、
相
乗
効

果
が
あ
っ
た
も
の
と
思
い
ま
す
。

　

実
行
委
員
会
は
、
11
月
21
日
を
も
っ
て

解
散
い
た
し
ま
し
た
が
、
本
年
度
開
催
の

反
省
、
評
価
等
を
基
に
、
次
年
度
に
つ
い

て
も
本
村
道
の
駅
を
会
場
に
開
催
し
て
い

た
だ
く
よ
う
、
振
興
局
、
関
係
団
体
と
協

議
す
る
と
と
も
に
、
今
後
と
も
、
道
の
駅

を
核
と
し
て
交
流
人
口
の
増
加
及
び
観
光

誘
客
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

統
合
簡
易
水
道
事
業
の
進
捗
状
況
に
つ
い
て

　

五
反
沢
地
区
と
大
海
地
区
を
統
合
す
る

簡
易
水
道
配
水
管
布
設
工
事
に
つ
い
て
は
、

11
月
28
日
で
完
成
し
て
お
り
、
12
月
か
ら

給
水
を
開
始
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
次
年
度
に
計
画
し
て
い
る
、
小

沢
田
地
区
と
杉
花
地
区
の
統
合
水
道
事

業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
9
月
17
日
に
関
係

3
集
落
の
代
表
の
方
々
に
説
明
し
て
お
り

ま
す
。
併
せ
て
11
月
19
日
に
は
、
小
沢
田

集
落
役
員
の
み
な
さ
ん
と
水
道
事
業
の
一

元
化
に
つ
い
て
、
再
度
協
議
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
水
道
ビ
ジ
ョ

ン
の
計
画
中
に
そ
の
方
向
付
け
に
つ
い
て
、

検
討
す
る
こ
と
を
確
認
し
て
お
り
ま
す
。

　

な
お
、
沖
田
面
集
落
か
ら
村
へ
の
移

行
に
つ
き
ま
し
て
は
、
11
月
18
日
に
漏
水

工
事
と
併
せ
各
水
道
施
設
を
確
認
し
、
一

部
不
具
合
の
あ
る
も
の
に
つ
き
ま
し
て
は
、

年
内
に
工
事
を
完
成
さ
せ
、
最
終
の
引

渡
に
つ
き
ま
し
て
は
、
雪
消
え
後
に
実
施

す
る
こ
と
で
進
ん
で
い
ま
す
の
で
、
今
後
、

議
会
へ
報
告
し
、
村
営
に
移
行
し
て
ま
い

り
ま
す
の
で
、
ご
理
解
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

学
校
教
育
関
係
に
つ
い
て

　

10
月
19
日
、
生
涯
学
習
「
学
習
発
表

会
」
に
出
演
し
た
後
、
小
中
学
校
の
全
校

児
童
生
徒
に
よ
る
奉
仕
活
動
が
行
な
わ
れ

ま
し
た
。
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
か
ら
仏
社

方
面
の
道
路
沿
い
や
小
阿
仁
川
の
堤
防
を

中
心
に
、
小
中
学
校
合
同
の
縦
割
り
班
で

ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ
活
動
に
取
り
組
み
、
地

域
に
貢
献
す
る
活
動
の
一
環
と
し
て
頑

張
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

生
涯
学
習
班
関
係
に
つ
い
て

　

９
月
28
日
、
秋
田
25
市
町
村
対
抗
駅
伝

「
ふ
る
さ
と
あ
き
た
ラ
ン
！
」が
、
秋
田
市

八
橋
運
動
公
園
で
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
選

手
並
び
に
控
え
選
手
の
サ
ポ
ー
ト
や
保
護

者
の
方
々
の
ご
協
力
に
よ
り
チ
ー
ム
が
一

丸
と
な
り
、
見
事
に
村
の
部
「
優
勝
」と
い

う
輝
か
し
い
成
績
を
収
め
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

駅
伝
チ
ー
ム
の
活
躍
は
村
民
に
大
い
に

元
気
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。
選
手
の
皆

さ
ん
の
頑
張
り
と
関
係
者
の
ご
支
援
に
心

よ
り
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

国
保
診
療
所
関
係

　

４
月
か
ら
10
月
ま
で
の
診
療
状
況
は
、

医
科
外
来
が
診
療
日
数
１
３
９
日
、
患
者

数
４
、１
６
４
人
、
１
日
平
均
患
者
数
は
30

人
で
前
年
同
期
よ
り
７
人
の
減
。
歯
科
は

診
療
日
数
１
４
２
日
、
患
者
数
１
、７
９
５

人
、
１
日
平
均
は
13
人
で
前
年
同
期
よ
り

１
人
の
増
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

  

ま
た
、
医
科
外
来
の
う
ち
泌
尿
器
科
に

つ
き
ま
し
て
は
、
診
療
日
数
25
日
、
患
者

数
４
６
７
人
、
１
日
平
均
患
者
数
は
19
人

で
前
年
同
期
よ
り
１
人
の
減
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

  

今
後
と
も
、
一
次
医
療
機
関
と
し
て
村

民
の
健
康
管
理
に
努
め
て
参
り
ま
す
の
で
、

ご
理
解
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

杉
風
荘
関
係

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
・
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
の
流

行
期
に
備
え
、
予
防
対
策
と
し
て
、
家
族

に
ご
面
会
の
自
粛
や
食
品
の
持
ち
込
み
禁

止
、
面
会
時
の
マ
ス
ク
着
用
、
手
指
消
毒

等
の
協
力
要
請
文
書
の
送
付
や
、
ご
利
用

者
、
職
員
に
ワ
ク
チ
ン
接
種
な
ど
感
染
予

防
の
徹
底
を
図
っ
て
お
り
ま
す
。

　

11
月
17
日
、
感
染
症
発
生
を
想
定
し
た

訓
練
を
鷹
巣
阿
仁
福
祉
環
境
部
の
指
導
の

も
と
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

　

10
月
23
日
、
本
村
出
身
の
舞
踏
家
・
歌

川
寿
法
氏
御
一
行
に
よ
る
連
続
28
回
目
の

慰
問
公
演
を
し
て
い
た
だ
き
、
ご
利
用
者

の
皆
様
は
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
ま
し

た
。
御
一
行
に
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

11
月
20
日
に
夜
間
火
災
を
想
定
し
た
通

報
避
難
消
火
訓
練
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

地
元
の
沖
田
面
自
主
防
災
会
の
方
々
に
も

ご
協
力
を
い
た
だ
き
有
事
に
備
え
ま
し
た
。

今
年
度
の
施
設
改
修
工
事
で
あ
り
ま
し
た

キ
ュ
ー
ビ
ク
ル
更
新
・
エ
ア
コ
ン
設
置
工

事
は
11
月
12
日
で
完
成
し
て
お
り
ま
す
。

　

11
月
17
日
現
在
の
入
所
状
況
は
、
契
約

入
所
者
85
名
（
定
員
86
名
）、
短
期
入
者

6
名
（
定
員
6
名
）、
本
村
の
出
身
者
は

57
名
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
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い
つ
で
も
・
ど
こ
で
も
・
だ
れ
で
も

生
涯
学
習

い
つ
で
も
・
ど
こ
で
も
・
だ
れ
で
も

生
涯
学
習

☎60－9000

【
交
流
大
会
の
お
知
ら
せ
】

　公
民
館
長
杯 

ユ
ニ
カ
ー
ル
大
会

■
開
催
日
時

　

　
　
　
　２
月
５
日（
木
） 

午
後
１
時
〜

■
会
場

　地
域
セ
ン
タ
ー

　こ
れ
ら
に
は
公
民
館
社
会
体
育
委
託
活

動
が
含
ま
れ
ま
す
。

　参
加
希
望
者
は
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
へ
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　か
み
こ
あ
に
総
合
型
ク
ラ
ブ
事
務
局

☎（
77
）
２
０
４
４

　全
村
綱
引
き
大
会

　開
催

　11
月
28
日
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
、
第
29
回
上
小
阿
仁
村
綱
引
大

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　今
年
は
小
中
学
生
の
部
４
チ
ー
ム
、
一

般
男
女
混
合
の
部
６
チ
ー
ム
が
参
加
し
、

熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

　成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

●
小
中
学
生
の
部

　①
沖
田
面
子
ど
も
会
Ａ

　②
小
沢
田
子
ど
も
会
Ａ

　③
小
沢
田
子
ど
も
会
Ｂ

●
一
般
男
女
混
合
の
部

　①
友
生
園
Ａ

　②
友
生
園
Ｂ

　③
小
沢
田
親
子
会

 （
12
月
29
日
〜
１
月
３
日
は
活
動
休
止
）

卓
球
の
つ
ど
い

■
開
催
曜
日
・
時
間

　毎
週
火
・
木
曜
日

　
　
　
　
　
　
　午
前
９
時
30
分
〜

　毎
週
木
曜
日

　午
後
７
時
30
分
〜

■
会
場

　ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
の
つ
ど
い

■
開
催
曜
日
・
時
間

　毎
週
金
曜
日

　午
後
７
時
30
分
〜

■
会
場

　ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

ユ
ニ
カ
ー
ル
の
つ
ど
い

■
開
催
曜
日
・
時
間

　毎
週
木
曜
日

　午
後
１
時
〜

■
会
場

　地
域
セ
ン
タ
ー（
旧
小
沢
田
小
）

太
鼓
の
つ
ど
い

■
開
催
曜
日
・
時
間

　１
月
14
日
・
28
日
（
水
）

　
　
　
　
　
　
　午
後
７
時
30
分
〜   

ス
キ
ー
教
室
（
雪
の
状
態
に
よ
っ
て
は
中

止
・
変
更
の
場
合
あ
り
）

■
開
催
曜
日
・
時
間

　１
月
７
〜
９
日
、
13
日
、
14
日

　
　
　
　
　
　
　午
後
６
時
45 
分
〜   

■
場
所

　上
ノ
岱
ス
キ
ー
場

　今
年
も
公
民
館
活
動
の
充
実
に
向
け
、

各
種
講
座
、
教
室
等
を
開
催
い
た
し
ま

す
。　皆

様
の
積
極
的
な
ご
参
加
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

　ま
た
、
ご
要
望
等
が
ご
ざ
い
ま
し
た

ら
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◎
紹
介
し
た
本
の
他
に
も
ご
ざ
い

ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
ご
来
館
く
だ

さ
い
。

としょかんだより
開館時間は午前９時～午後７時です。 
★ひとり５冊まで、10 日間貸出しております。
★貸出の際は「図書利用カード」が必要です
　ので忘れないでください。

か
み
こ
あ
に

総
合
型
ク
ラ
ブ

ス
マ
イ
ル
活
動
予
定

■
日

　時

　

　２
月
７
日
（
土
）

　午
後
１
時
30
分
〜
ミ
ニ
か
ま
く
ら
作
り

　
　
　
　
　
　
　
　大
か
ま
く
ら
作
り

　午
後
４
時
〜

　
　キ
ャ
ン
ド
ル
入
れ

　
　
　
　
　
　
　
　点

　火

■
会

　場

　

　生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
前

　道
の
駅
駐
車
場
周
辺

■
内

　容

　

　ミ
ニ
か
ま
く
ら
を
作
り
、
夜
に
か
ま
く

ら
の
中
の
ろ
う
そ
く
に
火
を
灯
し
、
鑑
賞

し
ま
す
。
そ
の
他
、
大
か
ま
く
ら
作
り
に

も
挑
戦
し
ま
す
。

■
対

　象

　

　村
内
在
住
の
保
育
園
児
・
小
中
学
生
と

そ
の
保
護
者
等

　一
般
の
方
も
参
加
Ｏ
Ｋ
で
す
。

■
協

　力

　

　ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
「
み
ど
り
」

　上
小
阿
仁
村
若
者
会
議

■
申

　込

　

　公
民
館
備
え
付
け
の
参
加
申
込
用
紙
を
、

保
育
園
・
小
中
学
校
・
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

の
い
ず
れ
か
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　上
小
阿
仁
村
教
育
委
員
会

☎（
60
）
９
０
０
０

　上
記
の
親
子
ミ
ニ
か
ま
く
ら
作
り
に
つ

い
て
高
校
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
い
た

し
ま
す
。
作
業
内
容
は
ミ
ニ
か
ま
く
ら
作

り
に
参
加
し
た
参
加
者
の
お
手
伝
い
や
イ

ベ
ン
ト
運
営
の
補
助
な
ど
で
す
。

　村
内
の
高
校
生
は
も
ち
ろ
ん
、
村
外
の

高
校
生
の
方
も
申
込
可
能
で
す
の
で
、
お

誘
い
合
わ
せ
の
上
、是
非
お
申
込
く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
限

　
　
　
　
　平
成
27
年
１
月
30
日
（
金
）

■
定

　員

　10
名
程
度

■
申

　込

　公
民
館
の
申
込
書
に
記
入
し

　
　
　
　
　て
提
出
す
る
か
、
電
話
で
お

　
　
　
　
　申
込
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　上
小
阿
仁
村
公
民
館☎（

60
）
９
０
０
０

　今
月
か
ら
随
時
、
村
内
で
活
動
し
て
い

る
サ
ー
ク
ル
・
団
体
・
個
人
の
皆
さ
ま
を

ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　第
１
号
は
写
真
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ま
で
す
。

　写
真
ク
ラ
ブ

で
は
主
に
村
内

外
で
行
わ
れ
る

行
事
で
の
写
真

撮
影
を
中
心
に

活
動
し
て
い
ま

す
。
基
本
的
に

は
個
人
で
の
撮

影
で
す
が
、
行

事
に
よ
っ
て
は

合
同
で
撮
影
す
る
な
ど
も
し
て
い
ま
す
。

　撮
影
さ
れ
た
写
真
は
作
品
と
し
て
ホ
ー

ル
前
に
常
設
展
示
し
て
い
ま
す
。
今
後
も

撮
影
し
た
写
真
を
図
書
館
前
の
エ
ン
ト
ラ

ン
ス
ホ
ー
ル
に
も
展
示
す
る
予
定
で
す
。

　写
真
は
大
切
な
思
い
出
や
貴
重
な
瞬
間

を
記
録
で
き
ま
す
。
写
真
に
興
味
が
あ
る

方
や
ク
ラ
ブ
に
加
入
し
た
い
方
が
お
り
ま

し
た
ら
、
村
公
民
館
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

　上
小
阿
仁
村
公
民
館☎（

60
）
９
０
０
０

【
新
し
く
入
っ
た
本
の
紹
介
】
【
出
張
秋
田
県
立
図
書
館
】

の
コ
ー
ナ
ー
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

【
休
館
日
の
お
し
ら
せ
】

活
動
紹
介
コ
ー
ナ
ー

第
１
号
「
写
真
ク
ラ
ブ
」

　１
月
12
日（
月
）
成
人
の
日

　祝
日
の
た
め
休
館
い
た
し
ま
す
。

　本
の
返
却
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

＊
現
在
は
、
ウ
イ
ン
タ
ー
ス
ポ
ー

ツ
の
特
集
で
す
。

　こ
ち
ら
の
コ
ー
ナ
ー
の
図
書
は
、

毎
月
上
旬
に
内
容
を
入
れ
替
え
し

て
お
り
ま
す
。
通
常
の
貸
出
と
同

じ
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

謹
ん
で

　
新
年
の
お
喜
び
を

　
　
　
　
申
し
上
げ
ま
す
。

親
子
ミ
ニ
か
ま
く
ら
作
り

を
開
催
し
ま
す

高
校
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を

募
集
し
ま
す
！

　
年
末
特
別
企
画
で
貸
出
さ

れ
た
図
書
の
返
却
期
限
日
は
、

１
月
31
日
で
す
。

　
忘
れ
ず
に
返
却
し
て
く
だ

さ
い
。

生涯学習センターホール前に
展示しています。
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